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　 校内授業研修会の現状

　日本の学校は，「授業研究」の校内研修会が
盛んです。参加する多くの教員が授業観察を
しながら，気づいた点などメモをとる光景を
よく見かけます。こうしたわが国の同僚性に
基づく校内研修，とくに研究授業（授業研究）
は，「レッスンスタディー（Lesson Study）」
とよばれ，欧米やアジアを中心に世界的に普
及してきています１）。つまり，日本の授業研
究はすばらしいと諸外国から評価されている
のです。確かにわが国の学校における校内授
業研修会は，教員相互が授業について協同的
で具体的な協議を重ね，よりよい授業内容や
授業方法の構築に向けて努力をしているとい
えます。
　一方，校内授業研修会においては，授業担
当の教員のみが授業を計画・実施し，評価を
受けるなど，一人の教員の授業力向上に止
まってしまうことも多く見受けられます。さ
らに，授業後の協議会においても，司会者・
授業者・意見を述べる一部の教員の発言で終
わることも多く，とくに若手の教員が意見を
述べる機会が少ないという実態も多くの学校
で見受けられます。つまり，校内授業研修会
に参加しているすべての教員の授業力向上に
十分に役立っているとはいえない実態がある
と思います。校内授業研修会に参加する教員
一人一人が積極的に研修会に参加し，一人一
人の授業力向上につながる研修会の進め方を
構築していくことが急務です。

　 カリキュラムマネジメントの重要性

　各学校が，それぞれの教育目標をよりよく
達成するために，組織としてカリキュラムを
つくり，動かし，変えていく，継続的かつ発
展的な課題解決の営みの一つの有力な手段と
して，カリキュラムマネジメントがあります２）。
　カリキュラムマネジメントとは，カリキュ
ラム（教育計画および日々の授業，それらの
評価・改善）をとおして行う学校づくりとも
いえます。つまり，学校（授業を含む）とし
ての課題を発見し，昨日よりも今日，一歩で
も改善するための課題解決に取り組む発想が
前提となります。
　ところで，河野はカリキュラムマネジメン
トを促進するための一つの手法として「概念
化シート」を考案し，学校内における現状分
析に活用できることを提唱しています３）。こ
れからの学校においては，このカリキュラム
マネジメントを実践していくことによって，
学校経営，学年経営，学級経営，そして何よ
りも日々の授業そのものがよくなっていくも
のと考えます。

　「概念化シート」を用いた研修方法

　河野により考案された「概念化シート」を
一部改良した様式を図１に示します。ここで
紹介する「概念化シート」は，模造紙を横に
して，縦軸は「よかったところ」と「気に
なったところ・疑問点」，横軸は「生徒」と
「教師」として，２軸を設けています。
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　「概念化シート」を用いた校内授業研修会
は，以下のように進めます。
①事前に４～５名のグループをつくっておき
　ます。
②各自，ピンクとブルーの付箋紙をそれぞれ
　10枚ずつ持参し，授業を観察して気づいた
　ことをその場で記入，指導案の展開の部分
　に貼っておきます。
③参観者は授業者による授業の振り返り・反
　省などを聞きながら，付箋紙に新たに記入
　しても構いません。
④授業観察中に記入した付箋紙を指導案の展
　開の部分から剥がし，一人ずつ説明しなが
　ら付箋紙を「概念化シート」に貼っていき
　ます。
⑤貼った付箋紙から，同じものや似たものを
　集めてまとまりをつくっていきます。まと
　まりができたら，わかりやすくマーカーで
　囲み，そのまとまりにふさわしいタイトル   
　（小見出し）をつけます。
⑥「気になったところ・疑問点」について，
　改善策や今後の指導のあり方についてグ
　ループの考えをまとめ，「概念化シート」
　に書き込んでいきます。
⑦各グループから，協議の結果を発表する際，
　発表者は，授業者を除いてグループでいち
　ばん若い教員が行うこととします。これは，
　若手教員の大切な学びの機会とするため
　です。

図１　「概念化シート」の様式

　 「概念化シート」による
　   校内理科授業研修会の実践

　
１　事前研修会
実践校：公立Ａ中学校 
時間：平日の16:00～16:30 
参加者：校長，教頭を含む教員28 名全員 
 （１）事前研修会の概要 
　「概念化シート」を用いた授業研修会の前
日に30分ほど時間をとり，講師である筆者か
ら，翌日の授業研修会における授業観察時の
留意点や授業研修会の進め方について説明を
しました。
　その際に，授業観察時に気づいたところを
記録していく付箋紙の使用ルールについて，
次のように説明をしておきました。
①１枚の付箋紙には事実やアイデアを一つだ
　け，具体的に書いてください。
②抽象化はせずに具体的に書いてください。
③質より量，たくさん書き出してください。
④グルーピングできない付箋紙の意見も大切
　にしてください。
２   授業観察
（１）観察した授業の概要 
時間：事前研修会翌日の13:40～14:30
対象学級：A 中学校３年１組（36 名） 
授業者：B 教諭
参加者：校長，教頭を含む教員28 名全員
教科と単元：理科（第３学年）「運動とエネ
ルギー」
本時の目標：配線カバーでジェットコースター
のモデルをつくることによって，運動エネ
ルギーと位置エネルギーの関係に興味をもち，
“二つのエネルギーが移り変わっているので
はないか”という仮説を立てることができる
ようにする。
（２）授業観察の方法
　授業を参観した教員各自が，１辺５cmの付
箋紙（ピンク10枚，ブルー10枚）をもち，「よ
かったところ」をピンクの付箋紙に，「気に

よかったところ

気になったところ・疑問点

生徒 教師

概念化シート
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なったところ・疑問点」をブルーの付箋紙に１項
目ずつ具体的，かつ端的に記録しました（図２）。
３ 「概念化シート」を用いた協議会
参加者：校長，教頭を含む教員28名全員
（１）協議の方法 
 　20歳代，30歳代，40歳代，50歳代の教員が
それぞれ含まれるように，４～５名のグループ
を六つ編成し，記録した付箋紙と「概念化シー
ト」を用いて，各グループで観察した授業につ
いて協議（授業分析）を行いました。なお，授
業者（B 教諭）はグループには入らずに，各グ
ループを回り質問などに応じてもらいました。
（２）協議会の内容 
進行役：筆者
時間：授業観察日の14:50～16:30
①授業者（B 教諭）による自評（５分間）
②「概念化シート」を用いたグループによる
　協議の実施（60分間）
③各グループによる発表（20分間）
④筆者による講評（10分間）
⑤校長による挨拶（５分間）
（３）グループによる協議のようす 
　「概念化シート」を用いた協議（授業分析）
を，各グループで60分間実施しました（図３）。
　４名構成の第１グループ（C：20歳代教員，
D：30歳代教員，E：40歳代教員，F：50歳
代教員）の協議のなかでは，以下のような特
徴のある発話がありました。
　ノートをとっていなかった生徒がいたこと

に対して，F は「ノートをとっていなかった
ので，教師が声をかけたほうがいいのではな
いかなと思う。」と教師の指導に対する具体的
な改善策を述べていました。そのあとCも「あ
のときやっぱり声をかけてアドバイスしたほ
うがよかったと思う。」，「話し合いのタイミン
グがよくなかったのかもしれない。最初にグ
ループで話し合ってから実験を始めたほうが
よかったと思う。」など，教師の指導に対する
具体的な改善策を述べていました。 
　また，Dも「できる生徒に対しての助言は
できていたけど，そうじゃない生徒への助言
も必要だった。」や，「ジェットコースターの
モデルをつくるのに必死になるのではなくて，
考える時間を十分とってあげて，助言をすれ
ばよかったと思う。」と，同じく教師の指導に
対する具体的な改善策を述べていました。
　そしてEは，「教師があらかじめ指定した
一つのモデルをすべてのグループにつくら
せ，その同じモデルで生徒たちに予想させた
り実験させたりして，じっくりと考察させた
あと，“じゃあ，それぞれのグループでモデ
ルをつくってみよう”といった流れのほうが
いいのではないか。目標に沿った予想を立て
られるようにどのグループも同じ土台づくり
をする工夫が必要じゃないか。」と，授業の
進め方そのものについて具体的な改善策を述
べていました。
　以上のように，C，D，E，F すべての教員

図 2　授業観察をする教員と授業のようす  図 3　「概念化シート」を用いて協議を進める
　　　グループのようす 
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業分析）の結果を，作成した「概念化シート」
を用いながら発表をしてもらいました（図4）。

　Ｂ先生の，生徒に発表や話し合いをさせるときの

技についてですが，A中学校にある三つのルールを

もう少し実践していくと，さらに声が大きくなった

り，話し合いが活発になったりと，よい活動になっ

てくるんじゃないかなと思いました。（ア） 

　それと，B先生が説明をするときには，すごく素

敵な教具がありましたので，その教具を使って説明

するとよいのではないかな，と思いました。（イ）

　そして，ちょっと予想不十分な生徒も確かにいま

したので，実験のときには時間を十分にとるとよい

と思います。今日はみんな配線カバーでジェットコー

スターをつくることに一生懸命になっていて，やっ

と一周回ったと思ったら，他の班の生徒に“ちょっ

とそれ貸してくれ”，“自分たちのモデルとつなげて

みようぜ”というようなことで，しっかり予想を立

てる前に他の班と合同の活動になってしまっていま

した。もし可能だったら，共通した模型で考えさ

せると，もう少し位置エネルギーと運動エネルギー

についてしっかり考えることができ，予想が十分に

立てられたのではないかなと思いました。（ウ）

　また，机間指導についても，とても丁寧にされてい

ましたが，先生が机間指導されているときはよくて

も，回られたあとにまたわからなくなってしまって，

ノートをとれなくなってしまった生徒もいましたの

で，こまめに机間指導をするとよいのかなと思いまし

た。（エ）

が，授業改善に向けた意見を表出しているこ
とが発話記録からわかったのです。

　表１は，60分における協議（授業分析）中
の第１グループと第２グループ内の発話の回
数を教員ごとに示したものです。
　両方のグループともに，20歳代の教員の発
話回数は67回，40回と各グループ内ではもっ
とも少ない状況です。このことについては，協
議会終了後に発表を行った20歳代の教員に，
協議（授業分析）の感想を聞いたところ，
「年代の違う先生方との協議だったが，楽し
くできた。普段の聞いているだけの研修会に
比べて，自分の考えも多く発言できたと感じ
ている。」と述べていました。つまり，若手の
教員にとっては，「概念化シート」を用いた
研修方法は自分の意見を発言しやすかったと
感じていたことがわかります。
　それにしても，従来の校内授業研修会は，
司会者・授業者・意見を述べる一部の教員の
発言で終わることが多く，とくに若手の教員
が意見を述べる機会が少ない状況と比較すれ
ば，若手の教員が60分のなかで40 回以上発
言をしていることは，協議に積極的に参加し
ていたと捉えることができます。
　また，30歳代，40歳代，50歳代の教員に
とっても58～126回グループ内で発言をして
おり，「概念化シート」を用いた協議が，各世
代の教員の発言を引き出すうえで有効であっ
たと捉えることができます。
（４）若手教員による発表の内容  
　各グループでいちばん若い教員に，協議（授

表２   発表内容の一部

図４   「概念化シート」を用いた発表のようす 

表１   第１・第２グループ内の協議中の発話回数 

教 員

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

67 回

107 回

126 回

109 回

40 回

113 回

58 回

126 回

第１グループ 第 2グループ
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　各グループの発表は３分で行ってもらいま
した。表２は，あるグループの発表内容の一
部です。
　発表者は，（ア）で生徒に大きな声で発表す
るように促したり，話し合いをする際により
活発にさせたりするための具体的な方策につ
いて述べています。（イ）ではB教諭が説明
する際に，教室にある教具を活用することによ
り教育効果が上がることを提案しています。
（ウ）では実験の予想をしっかりと考えさせ
るためにも，共通した模型で考えさせるとよ
かったのではないかと，授業改善に向けた具
体策が述べられています。さらに，（エ）では
ノートをとれない生徒への学習支援を行ううえ
でも，教師の机間指導をこまめに行うとよい
ことを提案しています。
　この発表をしたグループには理科の教員は
いませんでしたが，観察した理科の授業に対
して，生徒の発表や話し合いへの指導方法，
教具の有効活用のしかた，予想を立てさせる
ための方策，机間指導（形成的評価）のしか
たなど，多面から授業改善について発表がな
されていたことがわかります。

　「概念化シート｣を用いた
  　 校内理科授業研修会の効果

　
１　研修会終了後のアンケート調査結果 
　校内授業研修会後に，次のようなアンケー 
ト調査を実施しました。 
調査対象：校長，教頭を含む教員28名の研修
会参加者全員
調査方法：質問紙法
回収状況：28名（回収率：100％）
（１）調査内容と結果
①質問項目１：「概念化シートによる研修では，
　あなた自身の意見は表出できましたか。」と
　の質問に対し，「とても当てはまる」78.6％，
　「当てはまる」21.4％と，肯定的な回答が
　100％でした。表１に示したように，グルー
　プ内の60分の発話の回数が，もっとも少

　ない教員でも40回あったなど，研修会に参
　加した教員全員が，自身の意見が表出でき
　たと感じていることがわかりました。
②質問項目２：「今回の研修は授業者自身の授
　業改善に役立つと思いますか。」との質問に
　対しても，「とても当てはまる」64.3％，「当
　てはまる」35.7％と，肯定的な回答が100％
　でした。授業観察をした教員全員から本授
　業に関する「よかったところ」と「気になっ
　たところ・疑問点」を整理してもらい，改
　善が必要な点についてはどのように改善を
　していけばよいのかなど具体策を示しても
　らうことができました。そのため，授業者
　本人も含むすべての研修会参加者が授業を
　実施したB教諭自身の授業改善に役立った
　と考えていることがわかりました。
③質問項目３：「今回の研修はあなた自身の授
　業改善に役立つと思いますか。」との質問に
　対しては，「とても当てはまる」53.6％，「当
　てはまる」39.3％と，肯定的な回答は92.9％                
　でした。各教員が協議のなかで発した授業
　改善についての意見が，観察した授業だけ
　に関するものだけではなく，意見を表出し
　た教員自身の授業改善にも生かすことがで
　きると９割以上の研修会参加者が考えてい
　ることがわかりました。
2　「概念化シート」を用いた校内理科授業
　    研修会の効果の概要 
 　カリキュラムマネジメントとしての「概念
化シート」を用いた校内授業研修会の効果は，
次のようにまとめることができます。
①20歳代，30歳代，40歳代，50歳代の各教
　員が60分の協議のなかで多くの発言をし，
　積極的に協議に参加できていたこと。
②授業改善に向けた意見を教員一人一人が表
　出しているとともに，参加者全員が自分の
　意見を表出できたと考えていたこと。
③グループ内での協議をとおして，授業改善
　について主体的に考えることができ，参加
　者全員が授業者自身の授業改善に役立った
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　と考え，また，自分自身の授業改善にも９割
　以上の参加者が役立つと考えていたこと。

　 おわりに

　カリキュラムマネジメントとしての「概念化
シート」を用いた校内授業研修会は，グルー
プ内での協議中も参加者全員が積極的に発言
し，授業改善などに対する自分の意見を表出
でき，授業者自身の授業改善に役立ったと考
えています。また，発表内容からは，観察し
た理科の授業に対して，生徒の発表や話し合
いへの指導方法，教具の有効活用のしかた，
予想を立てさせるための方策，机間指導（形
成的評価）のしかたなど，多面から授業改善
について協議がなされていたことがわかりま
す。さらに，研修会に参加した９割以上の教
員が，自分自身の授業改善にも役立つと考え
ています。このことは，おおむね参加者一人
一人の授業力向上につながったと捉えること
ができます。
　なお，本実践では異年齢の教員でグループ
を編成し協議を実施しました。これは，世代
を超えて発言をすることにより，若手教員と
経験豊富な教員の双方が刺激し合うことで，
教員一人一人の授業改善，ならびに授業力向
上につながることを期待したためです。また，
授業研修会の前日に30分の事前研修会を行
い，翌日の授業研修会における授業観察時の
留意点や授業研修会の進め方について説明を
したことにより，協議会は１時間40分でも
十分に効果のあるものとなり，有効な研修会
を実施することができたものと思います。
　以上のことより，「概念化シート」を用い
たカリキュラムマネジメントは，多くの中学校
の先生方の授業力向上を図っていけるものと
考え，実践をお薦めいたします。
　最後に，本稿は，自著「校内授業研修会に
おけるカリキュラムマネジメントの効果に関
する実践研究」を参考に新たに書き換えたも
のであることを付記します４）。

引用文献
1）秋田喜代美・キャサリン・ルイス.（2008）:「授業の研究

教師の学習―レッスンスタディへのいざない」，明石書店
2）田村知子（2011）:「実践・カリキュラムマネジメント」，

ぎょうせい
3）河野昭一（2005）:「体験活動における自立化と教師の支援

について―『概念化』シートを活用した自己評価・他者評
価を通して―」，鳴門教育大学大学院修士論文

4）宮下治（2015）:「校内授業研修会におけるカリキュラムマ
ネジメントの効果に関する実践研究」，臨床教科教育学研
究，vol.15, No.3, pp79-88                                                
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　  はじめに

　中学理科通信リンクに新企画の登場です。
　平成28年度版教科書「自然の探究  中学
校理科」では，自分たちの住んでいる地域に，
博物館や動物園，プラネタリウムなどがあれ
ば，それらの施設を積極的に利用して，学校
での学習を広げたり深めたりすることを目的
とする「校外の施設を活用しよう」という紙
面を新しく取り入れ，さまざまな施設を紹介
しています。
　この企画では，校外学習にお薦めの博物館
や，普段なかを見ることができない工場や研
究所などを徹底取材し紹介していく予定です。
　教科書に掲載されている施設以外にも，この
企画で紹介する施設や工場，研究所なども校
外学習の行き先の参考にしてみてはいかがで
しょうか。

　  今回の取材先 

　今回の取材先は東京都台東区上野公園に
ある国立科学博物館です。 
　国立科学博物館は1877年に創立された，
日本でもっとも歴史のある国立の総合科学
博物館です。 
　そのなかでも今回は，今年４月に新しく生
まれ変わった教科書「自然の探究   中学校理
科」のテーマである「自然の探究」と関わり
が深い展示が多くある，地球館地下３階「自
然のしくみを探る」フロアを中心に取材して
きました。 
　地球館は2015年７月14日に北側部分がリ
ニューアルされ，今まで以上に，子どもから
専門家までさまざまな人が先端的な科学の
世界を楽しむことができるように工夫され
ています。 

　「法則を探る」のゾーンには，精密天秤やキログ
ラム原器（レプリカ）など，測定や単位に関わるさ
まざまな展示物があります。アンペア（記号：Ａ）
やキログラム（記号：kg）など，七つのSI基本単位
について解説されているコーナーでは，単位の定義
を説明するパネルや右の写真のように，具体的な使
用例を示した体験型の展示物があり，SI基本単位を
楽しみながら身近に感じることができるように工夫
されています。  

法則を探る

手回し発電機で１Ａの電流を発生させるようす  

１Ａの電流を発生させることは意外と大変です。 

国立科学博物館編取材 File １

教育出版株式会社編集局

新  連  載
気になる現場に突撃取材 !!

国立科学博物館編



日本の科学者　

法則を探る

物質を探る

宇宙を探る

地下3階フロアマップ
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　「物質を探る」のゾーンには，周期表や身
のまわりにある化学製品など，物質に関わる
さまざまな展示物があります。周期表のコー
ナーでは，放射性元素以外の元素について，
右の写真のように，実物を観察できる巨大な
周期表があります。また，身のまわりにある
物体にどのような元素が含まれるかを紹介し
た展示情報端末もあり，「物質」が身近に感
じられるように工夫されています。

物質を探る 

実物が埋め込まれている巨大な周期表    

このフロアでとくに人気の展示物です。 

   「宇宙を探る」のゾーンには，天井まで届くほど
大きな天体望遠鏡や放射線の飛跡をはっきりと確認
できる霧箱など，宇宙に関わるさまざまな展示物
があります。アポロ11号と17号によって採集された
月の石も展示されています。アポロ11号が着陸した
「静かの海」と17号が着陸した「タウルス山地」は，
それぞれ月の「海」と「山」の代表的な場所であり，
ここから採集された石を目の当たりにすると，宇宙
という未知の世界への興味・関心が高まります。 

宇宙を探る

アポロ11号が採集した石（左）と17号が採集した石  

樹脂で包まれ宙に浮いたように展示されているの
で，さまざまな角度から観察することができます。 

日本の科学者 
p.10 にて紹介



　科学研究の成果は，日本国内でも日々，
新たに生まれています。なかには，ノーベ
ル賞を受賞するような，国際的に高く認め
られた成果もあります。「日本の科学者」
のゾーンでは，自然科学系ノーベル賞受賞
者をはじめとした日本の科学者について紹
介しているパネルや展示物があります。 
 
　   科学者の生きざまを知るパネル

　科学者について紹介しているパネルで
は，生い立ちや研究内容が紹介されていま
す。一般の人が疑問に思うことを中心に，
研究内容がわかりやすく解説されているの
で，科学者がどのような信念をもって研究
に取り組んできたのかを知ることができま
す。また，2015年にニュートリノの研究で
ノーベル物理学賞を受賞した梶田隆章博士
と感染症の特効薬の開発でノーベル生理学・
医学賞を受賞した大村智博士についての展
示も新設されています。 
 

科学者たちの努力を肌で感じる展示物 

　パネルの横には，科学者たちが実際に使
用していた実験ノートや，ノーベル賞を受
賞するきっかけになった論文のレプリカ，
iPS細胞の標本をはじめとする研究成果物な
どが展示されています。これらの展示物を
実際に見ることで，科学者たちの努力を肌
で感じることができます。 

日本の科学者 
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博物館情報 （2016 年２月現在）  

● 所在地 
〒110-8718 　東京都台東区上野公園7-20 
TEL：03-5777-8600（ハローダイヤル） 

● 開館時間 
通常 　 9:00～17:00（入館は16:30まで） 
金曜日  9:00～20:00（入館は19:30まで） 

● 休館日 
毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は火曜日） 
年末年始（12月28日～１月１日）
くん蒸期間など臨時休館あり。 

● 常設展示入館料 
高校生以下，65歳以上 　無料 
一般・大学生 　620円 
※団体で利用する場合は事前に登録が
　必要です。 

　国立科学博物館には，地球館と日本館があり，さまざまな領域のフロアから構成され，１日
では回りきることができないほど多くの展示物があります。展示パネルによる解説は丁寧で
わかりやすく，理科が苦手な生徒でも理科に興味をもつきっかけになるような工夫がされて
います。館内の各所には「キオスク」というタッチパネル式の展示情報端末があり，展示物に
ついての詳しい解説や動画を楽しむことができるので，生徒だけではなく，先生も十分に楽
しむことができる施設だと感じます。

取材総括

（その他詳細は，ホームページをご覧ください。）

日本の科学者
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応募の決まりなど詳しくはホームページを見てね

受け継がれる伝統と心
私は中学校で，かるた部に所属しています。私がかる

たを始めたのは小学校四年生の頃です。私はこのときか
ら，かるたが好きです。理由は，男女も年齢も関係なく，
平等な立場で試合に立ち向かえるからです。また，いろ
いろな年代の方と話したり，仲良くなったりできるとこ
ろも，試合をしている全員が，古くからある百人一首を
一生懸命とっている姿も私のお気に入りです。百人一首
が現在まで残っているのは，日本人が百人一首を大切に
してきたからだと，私は思います。なので，私も大好き
な百人一首をこれから先も残せていけるように，かるた
を続けていきたいです。

前
回

入
選
作
品

◎主催／教育出版　◎協賛／日本環境教育学会
◎後援／環境省，日本環境協会，全国小中学校環境教育研究会，毎日新聞社，毎日小学生新聞
＊協賛・後援団体は昨年実績で，継続申請中です。

小学生・中学生（数名のグループ単位での応募も可）応募資格

2016年 7月1日～ 9月 30日
詳細は「優秀作品展示室」とあわせてホームページをご覧下さい。応募期間

作品
テーマ

「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたことを，
写真（またはイラスト）にメッセージをつけて表現してください。

メッセージ
作品募集（2016年度）

①身のまわりの自然が壊されている状況を見て感じたことや，自然環境
や生き物を守るための取り組み
②さまざまな人との出会いを通して，友好の輪を広げた体験，異文化交
流，国際理解に関すること
③その他，「地球となかよし」という言葉から感じたり，考えたりしたこと

第14回

応募者全員に
参加賞が
もらえるよ!


